
 科目
科　目： 単位数： 単位

2 学年 Ａ 組～ Ｅ 組

（ ）

8

1

25

1

15

〇

科目 の目標：

指導項目・内容 評価規準 知 思 態

2.会計帳簿と帳簿組織
　・入金伝票・出金伝票・振替伝票
　・伝票の集計と転記

3.決算整理
　・費用の決算整理
　・収益の決算整理
　
4.本支店会計
　・本支店間の取引
　・本支店の財務諸表の合併
　・支店相互間の取引

【知識及び技能】
　ビジネスの様々な場面で役に立つ、ビジネス
に関する基礎的な発想ツールや技術を理解して
いる。

【思考力、判断力、表現力等】
　ビジネスに関する課題を発見し、ビジネスに
携わる者として根拠に基づいて、創造的及び体
系的に解決する力を身に付けている。

【学びに向かう力、人間性等】
　ビジネスを適切に展開する力の向上を目指し
て自ら課題を探し、ビジネスの創造と発展に主
体的かつ協働的に取り組む態度で取り組んでい
る。

【思考力、判断力、表現力等】

簿記演習（基礎）

２
学
期

使用教科書：

企業会計に関する法規と基準を適切に適用す
る力の向上を目指して自ら学び，適正な取引
の記録と財務諸表の作成に主体的かつ協働的
に取り組む態度を養う。

【学びに向かう力、人間性等】

簿記について実務に即して体系的・系統的に理
解するとともに，関連する技術を身に付ける。

取引の記録と財務諸表の作成の方法の妥当性と
課題を見いだし，ビジネスに携わる者として科
学的な根拠に基づいて創造的に課題に対応する
力を養う。

〇 〇 〇

配当
時数

2.会計帳簿と帳簿組織
3.決算整理
4.本支店会計

【知識及び技能】
　簿記の原理について理解するとと
もに，関連する技術を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
　取引を記録することと決算の意義
について，企業活動の展開と関連付
けて見いだすことができる。
【学びに向かう力、人間性等】
　簿記の原理について自ら学び，適
正な取引の記録と記録の効果的な活
用に主体的かつ協働的に取り組むこ
と。

単元の具体的な指導目標

１
学
期

1.取引の記帳
2.会計帳簿と帳簿組織

【知識及び技能】
　簿記の原理について理解するとと
もに，関連する技術を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
　取引を記録することと決算の意義
について，企業活動の展開と関連付
けて見いだすことができる。
【学びに向かう力、人間性等】
　簿記の原理について自ら学び，適
正な取引の記録と記録の効果的な活
用に主体的かつ協働的に取り組むこ
と。

1.取引の記帳
 クレジット売掛金・電子記録債権
 受取商品券
 有価証券
 個人企業の資本
 個人企業の税金
　所得税・住民税
　租税公課・消費税·
　資本の引き出し
　個人企業の税金
2.会計帳簿と帳簿組織
　・現金出納帳
　・当座預金出納帳

【知識及び技能】
　ビジネスの様々な場面で役に立つ、ビジネス
に関する基礎的な発想ツールや技術を理解して
いる。

【思考力、判断力、表現力等】
　ビジネスに関する課題を発見し、ビジネスに
携わる者として根拠に基づいて、創造的及び体
系的に解決する力を身に付けている。

【学びに向かう力、人間性等】
　ビジネスを適切に展開する力の向上を目指し
て自ら課題を探し、ビジネスの創造と発展に主
体的かつ協働的に取り組む態度で取り組んでい
る。

〇 〇

【知識及び技能】

【 知　識　及　び　技　能 】

簿記演習（基礎）
教　科：

対象学年組：第

【学びに向かう力、人間性等】

【思考力、判断力、表現力等】

の目標：教科

高等学校 令和８年度（2学年用）  教科

商業の各分野について体系的・系統的に理解するとともに，関連する技術を身に付けるようにする。

商業
商業 簿記演習（基礎） 3

実教出版　新簿記

商業

ビジネスに関する課題を発見し，職業人に求められる倫理観を踏まえ合理的かつ創造的に解決する力を養う。

職業人として必要な豊かな人間性を育み，よりよい社会の構築を目指して自ら学び，ビジネスの創造と発展に主体的かつ協働的に取り組む態度を
養う。

〇

決算
　・費用の繰り延べ
　・収益の繰り延べ
　・費用の見越し
　・収益の見越し
　・有価証券評価
　・減価償却（間接法）

定期考査
〇 〇 〇

5.決算

【知識及び技能】
　簿記の原理について理解するとと
もに，関連する技術を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
　取引を記録することと決算の意義
について，企業活動の展開と関連付
けて見いだすことができる。
【学びに向かう力、人間性等】
　簿記の原理について自ら学び，適
正な取引の記録と記録の効果的な活
用に主体的かつ協働的に取り組むこ
と。

【知識及び技能】
　ビジネスの様々な場面で役に立つ、ビジネス
に関する基礎的な発想ツールや技術を理解して
いる。

【思考力、判断力、表現力等】
　ビジネスに関する課題を発見し、ビジネスに
携わる者として根拠に基づいて、創造的及び体
系的に解決する力を身に付けている。

【学びに向かう力、人間性等】
　ビジネスを適切に展開する力の向上を目指し
て自ら課題を探し、ビジネスの創造と発展に主
体的かつ協働的に取り組む態度で取り組んでい
る。

〇 〇

定期考査



1

28

1

24

1

105

２
学
期

〇

定期考査

【知識及び技能】
　ビジネスの様々な場面で役に立つ、ビジネス
に関する基礎的な発想ツールや技術を理解して
いる。

【思考力、判断力、表現力等】
　ビジネスに関する課題を発見し、ビジネスに
携わる者として根拠に基づいて、創造的及び体
系的に解決する力を身に付けている。

【学びに向かう力、人間性等】
　ビジネスを適切に展開する力の向上を目指し
て自ら課題を探し、ビジネスの創造と発展に主
体的かつ協働的に取り組む態度で取り組んでい
る。

〇 〇 〇

　8.検定試験対策

【知識及び技能】
　ビジネスの様々な場面で役に立
つ、
　ビジネスに関する基礎的な発想
ツー
　ルや技術を学ぶ。

【思考力、判断力、表現力等】
　ビジネスに関する課題を発見し、
　ビジネスに携わる者として根拠に
　基づいて、創造的及び体系的に解
決
　する力を学ぶ。

【学びに向かう力、人間性等】
　ビジネスを適切に展開する力の向
上
　を目指して自ら課題を探し、ビジ
ネ
　スの創造と発展に主体的かつ協働

　8.検定試験対策
　　・出題形式別問題
　　・過去問題
　　・模擬試験問題

【知識及び技能】
　ビジネスの様々な場面で役に立つ、ビジネス
に関する基礎的な発想ツールや技術を理解して
いる。

【思考力、判断力、表現力等】
　ビジネスに関する課題を発見し、ビジネスに
携わる者として根拠に基づいて、創造的及び体
系的に解決する力を身に付けている。

【学びに向かう力、人間性等】
　ビジネスを適切に展開する力の向上を目指し
て自ら課題を探し、ビジネスの創造と発展に主
体的かつ協働的に取り組む態度で取り組んでい
る。

5.決算
　・精算表
　・帳簿決算
　・損益計算書・貸借対照表の作成

6.株式会社の記帳
　・株式会社の設立と株式の発行
　・剰余金の配当と処分
　・株式会社の税金

7.その他の取引
　・固定資産の売却

定期考査

〇 〇３
学
期

定期考査

5.決算
6.株式会社の記帳
7.その他の取引

【知識及び技能】
　簿記の原理について理解するとと
もに，関連する技術を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
　取引を記録することと決算の意義
について，企業活動の展開と関連付
けて見いだすことができる。
【学びに向かう力、人間性等】
　簿記の原理について自ら学び，適
正な取引の記録と記録の効果的な活
用に主体的かつ協働的に取り組むこ
と。



高等学校 令和８年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 A 組～ E 組

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

商業の各分野について体系的・系統的に理解するとともに、関連する技術を身に付けるようにする。

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

１
学
期

商業

実教出版　高校　財務会計Ⅰ

商業 簿記演習（発展） 3

簿記演習（発展）

商業

簿記演習（発展）

【 知　識　及　び　技　能 】

ビジネスに関する課題を発見し、職業人に求められる倫理観を踏まえ合理的かつ創造的に
解決する力を養う。

職業人として必要な豊かな人間性を育み、よりよい社会の構築を目指して自ら学び、ビジ
ネスの創造と発展に主体的かつ協働的に取り組む態度を養う。

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

財務会計について実務に即して体系的・系統的
に理解するとともに、関連する技術を身に付け
るようにする。

企業会計に関する法規と基準及び会計処理の方
法の妥当性と課題を見いだし、ビジネスに携わ
る者として科学的な根拠に基づいて創造的に課
題に対応する力を養う。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 思

会計責任を果たす力の向上を目指して自ら学
び、適切な会計情報の提供と効果的な活用に主
体的かつ協働的に取り組む態度を養う。

　商業の見方・考え方を働かせ，実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通して，ビジネス
を通じ，地域産業をはじめ経済社会の健全で持続的な発展を担う職業人として必要な基礎的な資
質・能力を次のとおり育成することを目指す。

【学びに向かう力、人間性等】

知 態
配当
時数

３
学
期

定期考査 〇〇

財務会計についての基本的な知識
及
び技能を習得させる
演習を通じて財務会計についての
知
識及び技能のさらなる習熟を図る

〇

定期考査

・全商簿記検定１級会計問題演習
演習を通じて財務会計についての知
識及び技能のさらなる習熟を図る

定期考査

【知識・技能】
財務会計について実務に即して体系的・系統
的に理解し、関連する技術を身に付けてい
る。
【思考・判断・表現】
企業会計に関する法規と基準及び会計処理の
方法の妥当性と課題を見いだし、ビジネスに
携わる者として科学的な根拠に基づいて創造
的に課題に対応している。
【主体的に学習に取り組む態度】
授業の取り組み

【知識・技能】
財務会計について実務に即して体系的・系統
的に理解し、関連する技術を身に付けてい
る。
【思考・判断・表現】
企業会計に関する法規と基準及び会計処理の
方法の妥当性と課題を見いだし、ビジネスに
携わる者として科学的な根拠に基づいて創造
的に課題に対応している。
【主体的に学習に取り組む態度】
授業の取り組み

・財務諸表の活用

1〇〇

1

41〇〇〇

53〇〇〇

合計

1

138

２
学
期

財務会計についての基本的な知識
及
び技能を習得させる

・財務会計の基礎
・資産
・負債
・純資産
・損益計算
・財務諸表の作成
・連結財務諸表

【知識・技能】
財務会計について実務に即して体系的・系統
的に理解し、関連する技術を身に付けてい
る。
【思考・判断・表現】
企業会計に関する法規と基準及び会計処理の
方法の妥当性と課題を見いだし、ビジネスに
携わる者として科学的な根拠に基づいて創造
的に課題に対応している。
【主体的に学習に取り組む態度】
授業の取り組み

〇 〇 〇 41


